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持 され,閉 口す るにしたがい咬合面間で粉砕 され
る。粉砕 された食片は固有口腔で唾液 と混和 され
食塊が形成 される2～4)。一方,口 腔前庭 に濆出 し
た食片は,開 口時に頬 と舌や口唇によって咬合面
に運ばれて再び咬合面間で粉砕 される。この動作
が繰 り返 されることにより,口腔前庭 に貯留 した
　　ヒトの咀嚼行動では,口 腔に取 り込んだ食物 を




















生を選択 した。温度 を100℃に設定 したオーブン
で 落 花 生 を1時 間 乾 燥 後,電 子 上 皿 天 秤
(PG603-s,　Mettler-Toledo)にて3gを計量 し,








　咀嚼 した粉砕粒子を頬側 と舌側に分離 して回収
するため,回 収装置を試作 した(図1)。 本装置
は上蓋 と下蓋に分割で きる樹脂製の筒に,目 開き
の1辺 が0.35mmのナイロン製メッシュの濾過袋
を内蔵 させ,歯 科用ユニッ トのバキュームと接続
して吸引できるように設計した。
　粉砕 粒子の回収に際 しては,咬 合状態を保持 し
ながら,口腔前庭側に貯留 している粉砕粒子 を回
収装置で吸引 した。吸引 された粉砕粒子を濾過袋
に貯留 させた後,濾 過袋 を装置から取 り出し,全
ての貯留物をビーカー内に回収 した。次に,咬合






　回収 した粉砕粒子の粒度 を測定す るため,篩 振






頬側 と舌側へ流れることを確認 し,そ の流路は歯
冠豊隆度 と歯肉形態の影響を受けることを報告 し
た。木戸8)は,ピー ナッツを試験食品として,咀
嚼後の粉砕粒子を頬側 と舌側 に分けて回収 し,全
回収量に対する口腔前庭からの回収量の割合を頬
側貯留率,咬 合面と固有 口腔からの回収量の割合













す ことが報告 されている10)。全部床義歯 において
は,フ ルバランス ド・オクルージ ョンとリンガラ
イズ ド・オクルージョンにおける食片の流路が論
議 されている11～17)。フルバ ランス ド・オクルージョ
ンでは,食 物 を咬合面 に保持する効果が働 くとと
もに,側 方滑走 により食物の粉砕,臼 磨 と舌側移





















堤 を用いて咬合床を製作 し,咬合平面板 を用いて
半調節性咬合 器(Hanau　Arcon　H2　Articulator,
Whip-Mix(Hanau))に装着 した。下顎の作業用
盪器(筒 井理化学)を 用いて,10mesh(目開 き
1.7mm),16mesh(目開き1.Omm),20mesh(目
開 き0.85mm)で篩 い分 け し,通 過 した粒子 を
119mesh(目開き0.125mm)の篩で回収 した(図












た歯列 を印象 し,硬質石膏模型 を製作 した。この
模型から咬合面 に固定 した状態のシリコーンパテ
と歯列の陰型 を加圧吸引装置(エ ル コプ レス,
Erkodent)を用いて製作 した。 この樹脂製 の陰
型 を頬舌的に分割,復 位できるように加工 しジグ
とした。その後,下 顎義歯 をクロスヘッ ドスピー
ド1.Omm/secにて咬頭嵌合位 まで上昇 させ,硬 化















の濾過袋に回収 され,篩 上に残留 した粉砕粒子の
重量は1.42±0.16g(平均値±標準偏差)で,回






設定 した。上下顎前歯部 の人工歯 にはベ ラシア
SA(松風)を 選択 した。臼歯部人工歯は,フ ル
バ ランス ド・オ クル ージ ョン(以 後,FBO)用
人工歯 としてベ ラシアSA(松風)を,リ ンガラ
イズ ド・オクルージョン(以 後,LO)用 人工歯
としてバイオ リンガ(松風)を 選択 した(図3)。
なお,LOは 両側性平衡咬合 とし,頬 側咬合面間
隙は1.Ommとした(図4)。
　完成 した蝋義歯 をフラスコに埋没 し,義歯床用






製作所)に 装着 し,顎模型 を上下顎人工歯が咬頭
嵌合する位置で固定 した。 その状態か ら下顎義歯
を20mm下降 させ,長 さ30mm,幅6mm,厚 さ
2mmに成形 したシリコーンパテ(エ グザファイ




10meshと同様 に頬側で大 きな値 を示 した。それ
に対 して,20meshの篩上粒子は頬側から回収 さ
れた粉砕粒子の3.4±1.5%に比較 して,咬 合面 と
舌側から回収 された粉砕粒子は4.3±2.2%と,頬
側 よりも大きな値 を示 した。また,篩 を通過 して
119meshに回収 された粉砕粒子は,頬 側か ら回
収 された粉砕粒子が12.5±5.9%,咬合面 と舌側
か ら回収 された粉砕粒子が23.2±3.5%と咬合面










た。印象材が硬化後,シ リコーンパテを取 り出 し
て重量 を測定 し,上顎咬合面の中央窩の位置で近
遠心的に切断 した。切断された頬側および舌側の
重量を測定 し,全重量 との割合を算出 した。その
結 果,頬 側 へ の 濆 出 率 はLOが35.9±1.8%,
FBOが21.1±1.8%と,　LOが有意に大 きな値 を
示 した。これに対 して,舌 側への濆出率はLOが
64.1±1.4%,FBOが72.9±1.8%と,　FBOが 有










頬側 か ら回収 された粉砕粒子が62．0±12.3%で
あったのに対 して,咬 合面 と舌側か ら回収された
粉砕粒子 は53.6±6.2%と,頬側 か ら回収 された
粉砕 粒子 の方 が大 きな割合 を示 した。 また,
16meshの篩上粒子は,頬 側から回収 された粉砕
粒子が22.0±7.5%であったのに対 して,咬 合面
の20meshとした。 なお,濾 過袋 で回収 され た粉
砕 粒子 のす べて を篩 で回収 す るため,最 終 の篩 と
して 目開 き0.125mmの119meshを追加 した。
　 試験 食 品 と して用 い た乾燥 落 花生3gの うち,
20回咀嚼 によ り粉砕 され た粒 子の 回収量 は1.42±
0.16gであ り,回 収率 は47.4±5.2%であった。 そ
の うち,舌 側 に貯 留 した 粉 砕 粒 子 は平 均1.11±
0.18gで,舌側 貯 留 率 は78.8±13.4%であ っ た。
また,頬 側 に貯留 した粉砕 粒 子 は0.31±0.22gで,
頬側 貯留率 は21.2±13.4%であ った。 これ らの値
は木 戸8)の報告 に類似 して い るが,舌 側 貯留 率 は
木戸8)が報告 した71.1%よりやや大 きな値 で あっ
た。 これ は,舌 側 に貯留 した粉砕 粒子 は頬 側 に貯
留 した粒子 よ りも細粒 に なっていた こ とと,今 回
使 用 した篩 の 目開 きが木 戸8)の使 用 した10mesh
の篩 よ り も 目の細 か い20meshと119meshを含
んでい た ことによる もの と考 えられ た。
　 粉砕粒 子 の粒度 を10meshの篩 に残 留 した割合
でみ る と,頬 側 か ら回収 され た粉砕粒子 が62.0±
12.3%であったの に対 して,咬 合 面 と舌側 か ら回
収 され た粉 砕 粒子 は53.6±6.2%と,頬側 の方 が
多か った。 この ことは,落 花生 を咀 嚼 した場 合,
口腔 前庭 に濆 出 した粉砕粒子 は咀嚼 の進行 が遅 れ,
20回の 咀嚼 回数 で は咬合 面 や 固有 口腔 に移 送 さ
れ る ことな く残 留 す る ことを示 して い る。 また,
16meshで頬側 か ら回収 され た粉 砕粒子 は22.0±
7.5%,咬合 面 と舌側 か ら回収 され た粉 砕粒 子 は
18.9±2.5%であ り,頬 側 か ら回収 され た粉 砕 粒
子 の方 が 多い こ とが示 され た。 さ らに,20mesh
で は頬 側 か ら回収 され た粉砕 粒子 は3.4±1.5%,
咬 合 面 と舌 側 か ら回 収 され た粉 砕 粒 子 は4.3±
2.2%であ り,119meshに回収 され た粉砕 粒子 の
割合 は,頬 側 か ら回収 され た 粉砕 粒 子 が12.5±
5.9%だったの に対 して,咬 合 面 と舌側 か ら回収
され た粉砕 粒 子 は23.2±3.5%と多か っ た。 この
よ うに,咬 合面 と舌側 か ら回収 された粉砕粒 子が
10meshと16meshで残 留 す る 量 が 少 な く,
20meshと119meshで多 か っ た こ とは,咬 合 面
と舌側 に貯留 す る粉砕粒子 は頬側 よ りも咀嚼 が進
行 してい るこ とを示 してい る。
　 2.咬 合面形 態 と舌側貯 留率
　 粉砕 粒子 が頬側 や舌側 へ濆 出す ることに対 して
1.健常歯列者における舌側貯留率
　咀嚼には,食 物を嚥下 しやすいように粉砕 し,
食物と唾液を混和 して食塊 を形成するとともに,
味覚や嗅覚を亢進させる目的がある。この 目的を











へ と移送 され,咬 合面間で粉砕 される。この行動
が繰 り返 されることにより粒子は細かくなり嚥下




貯留率 と粒度を調べるため,粉 砕粒子 を頬側 と舌
側に分けて回収することにした。回収装置は,口
腔内の粉砕粒子を歯科用ユニッ トのバキュームと













とを報告 している。そこで,今 回は試験食品 とし
て落花生 を用い,篩 は目開 き1.7mmの10mesh,








示 した。これは,実 験用義歯では1回 の咬合のみ
による結果であり,咀嚼の回数が増加 し,咀嚼が
進行すれば,健 常歯列者と同様 に頬側に濆出 した
粉砕粒子が舌側に移送 されるもの と推測 され る。
これに対 して,LOで は頬側への濆出率が35.9±
1.8%,舌側へ の濆出率が64.1±1.4%であった。
LOの頬側への濆出率がFBOに 比較 して大 きな





関係をシ ミュレータで検討 し,食 品の性状に関わ
らず,頬 側咬合面間隙量が増加す るに したがい食
品粉砕に要する垂直力および義歯床下粘膜の負担
圧 が減少することを報告 してい る。 したがって,
LOで頬側へ の濆出率が高 い値 を示 したことは,
食品を把持 して粉砕する効果は減 じるが,咀 嚼圧
や顎堤の保護 という観点からみると有利であると
いえる。




するにしたがい舌側に移送 され ると考察 している。
このことを今回の頬側への濆出率にあてはめて推
測す ると,頬側 に濆出した粉砕粒子 は大 きいもの
から咬合面に運ばれ,咀 嚼が進行するにしたがい
舌側 に移送 されることになる。 この ことはFBO
とLOの 両者 に起 きることであるが,　LOよ りも
頬側 に貯留する粒子の少 ないFBOで は,頬 側に
貯留する割合がさらに減少するものと考えられる。











検討 されている。 リンガライズ ド・オクルージョ
ンは,中 心咬合位および側方滑走運動時に,上顎
臼歯の舌側咬頭だけが下顎臼歯に接触することで
咬合力を舌側へ誘導 して,義 歯の安定 を図る咬合








は口腔前庭 に食片が濆出 し,丸 山ら9)の報告 と同
様に咀嚼効率に影響を与 えることが考 えられる。
このリンガライズ ド・オクルージ ョンの咬合面形
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　健全歯列者 において,咀 嚼に伴 う粉砕粒子の舌






　 2.舌側か ら回収 された粒子は頬側に比較 して
粉砕度が高かった。
　 3.咬合面形態がFBOの 場合の舌側への濆出
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